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概要：近年，日本社会のグローバル化を進めるべく，小学校から英語学習を取り入れる教育改革が進んで
いる．しかし，旧来型の日本の英語教育は読解と作文に偏重しており，聞き取りや発話など会話に必要な
能力の育成が軽視されてきた．真のグローバル化とは，あらゆる文脈においてボーダレスなコミュニケー
ションに参加できることであり，異文化を理解してお互いを尊重しつつ交流を深めることが重要である．
そこで，生徒の国際感覚を養うことを目的とし，高校生を対象として「（に）日本語を話さない（こ）高
校生と話そう（P）プロジェクト」（通称「にこ P」）を 2020年度からスタートさせた．本プロジェクト
では，単に，高校生に異文化交流を体験させるだけでなく，その過程をシステム化し，ひとつの汎用的な
プログラムとして提供している．それだけでなく，ICTのプラットフォームを提供し，効率的な学習を進
めることも支援する．本稿では，2020年にパイロットプロジェクトとして実施した，日本と台湾の高校
を結んで実践した事例について紹介し，さらに，得られたデータを分析した結果から本プロジェクトの有
効性について述べる．
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 Abstract: In recent years, the educational revolution is progressing to globalize Japanese society by adopt-
ing teaching English in elementary academic courses. However, old-style English education overweights 
reading and writing and tends to disregard fostering skills in hearing and speaking, which are required to 
make smooth English conversation. The real globalization is that a globalized person can participate in 
borderless communications in whatever context. The essential things are to understand different cultures 
and to make more in-depth communication with respecting each other. Then, to improve the global senses 
of high-school students, we started the Students Meet Internationally through Language Education 
(SMILE) project in the fiscal year of 2020. The project’s characteristics are giving participants opportuni-
ties to communicate with foreign students and providing systematic procedures as a general package of the 
educational program. Furthermore, we support students’ efficient learning by offering an information com-
munication technology (ICT) platform. This paper introduces the cases in which Japanese high-schools 
and Taiwanese high-schools are interconnected as pilot projects conducted in 2020 and describes the proj-
ect’s effectiveness by showing the results of analyses on the data from the project.

 Keywords: intercultural communication, globalization, learning support system, rubric, data-driven learn-
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1.　 はじめに

社会のグローバル化が進み，小学校から英語教育が取り
入れられるようになった [1], [9]．しかし，旧来からの英語
教育では読解と作文が重点的に指導・教授される一方で，
会話に必要な聞き取りや発話は軽視されてきた．さらに，
真のグローバル教育とは，たんに英語で会話ができるよう
にすればよいというものではなく，生徒がその教育を通し
て異文化を理解し，尊重しつつ，お互いの文化の差を擦り
合わせながら交流できるようになること [4], [5]，さらには
考え方を「グローバル時代の思考方法であるマトリックス
に切りかえ」られるようになること [2]である．
日本は島国のため，地続きで外国と交流するという文化

はこれまで培われてこなかった．しかし，インバウンド観
光の振興や少子高齢化による人口減少を控えて外国人労働
者による社会の維持など，日本社会のグローバル対応は
待ったなしの状況である．2020年は COVID-19の影響で
物理的な国際交流がほぼ分断されたとはいえ，ワクチンや
治療薬の開発などにより沈静化した後には，再び，グロー
バル社会化への対応が迫られることになろう．
このような社会の要請を背景として，我々は，まずは高

校生を対象として，海外に住む同年代の生徒や学生とオン
ラインで交流することで，異文化コミュニケーションを実
践し，国際感覚を養成するためのプロジェクトを 2020年
より開始した [19]．「（に）日本語を話さない（こ）高校生
と話そう（P）プロジェクト」（通称「にこ P」）」と名付
けられたそのプロジェクトでは，Zoom *1やWebex *2と
いったオンラインミーティングのツールを用いて，日本の
高校生が海外の高校生との交流を行う．英語によるコミュ
ニケーションに慣れ親しむこと，また，日ごろ接しない異
文化に直接接し，自らの視野を広げることがその目的である．
ところで，COVID-19の影響で社会のオンライン化が進
み，テレワークやオンライン授業の浸透でオンラインミー
ティングツールは急速に身近なものとなった（[7], [12], 

[17]など）．しかし，オンライン授業への参加などで慣れ
ていると思しき生徒も，オンライン学習に関しては困難を
抱えている場合が多い [16]．オンラインミーティングの
ツールはほとんど利用経験はなく，まして自らがミーティ
ングのホストとなる機会はほぼない．にこ Pでは，生徒
の異文化交流を円滑に実施するために，英語によるコミュ
ニケーション方法の教示といったコンテンツ的なサポート
だ け で な く， 情 報 通 信（Information Communication 

Technology; ICT）機器活用のための支援や，さらには専
用の学習支援システムの提供など包括的なサポートを提供
している．にこ Pは，デジタルツールを最大限に活用し，

異文化交流のための様々な支援を行うプロジェクトである．
以下，本稿では，2章で関連研究，先行研究を紹介し，

3章でプロジェクトの全体像について述べる．3章におい
てはプロジェクトにおける ICTの活用，本プロジェクト
のデジタルプラクティスについても言及する．続く 4章で
は，2020年に実践したパイロットプロジェクトの概要に
ついて紹介する．5章では，同パイロットプロジェクトで
取得されたデータの分析について報告し，プロジェクトが
学習を支援する効果について議論する．最後の 6章で，本
稿をまとめつつ今後の展望について述べる．

2.　 関連研究

COVID-19パンデミックのなかでいかにして教育を継続
していくかに関しては，世界中で様々な挑戦が行われてい
る．なかでも，オンラインミーティングツールを利用した
オンライン授業の提供に関する研究は，喫緊の需要に支え
られて数多く行われている．Kristóf [11]は，UNESCOに
よるデータ [18]を参照して世界中の教育が中断した状況
を示すとともに，それらへの解決策としての観点から各種
のオンラインミーティングツールを比較，分析している．

Sugiantoと Ulfah [15]は，COVID-19の影響下において
オンライン教育を強いられる状況において，異文化言語教
育に携わる教員の資質について調査した．インドネシアの
状況に限った調査ではあるが，アンケートとインタビュー
調査により，教員はおおむね適正な能力を備えていると結
論付けている．ただし，彼らの議論においても生徒の ICT

スキル不足が障壁になると指摘している点は興味深い．
大学での異文化教育ではあるが，Hřebačková [6]は，に

こ Pと類似のアイデアに基づく異文化教育の実施につい
て報告している．彼女らが仮想交流（Virtual Exchange; 

VE）と呼ぶ活動においては，ICTの助けを借りて異文化
交流を進め，それが学生の能力開発に寄与するとの主張で
ある．小林 [10]は，日本の大学において ICTを用いた異
文化交流教育を実施した例を報告している．この活動も大
学生の英語教育に関するものであるが，相手はオーストラ
リア在住の英語を母語とする高校生であった．さらに，似
たような活動としては，Mohamedら [3]による報告がある．
マレーシアの大学とフランスの大学を結んでオンライン異
文化交流による英語教育の実施結果である．このように，
ICTを活用した大学における異文化交流教育の事例は多
いが，これらのような専門家がカリキュラムを策定した異
文化教育の事例は，残念ながら，まだ，高校生以下までひ
ろく浸透するには及んでいない．にこ Pも，中央大学での
実践 [20]を踏まえて高校教育に展開するものであり，今
後はさらに初等教育への展開の可能性も視野に入れている．

3.　 にこ Pにおける ICT活用

にこ Pは，高校生の異文化交流を支援するためのプロ
*1  https://zoom.us/
*2  https://www.webex.com/
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ジェクトである．プロジェクトのスコープは，交流先の相
手となる海外の協定校を探し日本の参加校とマッチングす
るところから始まり，何回かの交流授業を実施，振り返り
で総括するところまで広範囲にわたる．本稿ではなかでも
情報通信技術，ICTの活用による支援に焦点をあてて解
説する．本章ではその全体像について述べる．

3.1　 様々な道具立ての利用
にこ Pにおける生徒の異文化交流活動に関する概念図
を図 1に示す．本活動の中心は生徒自身であり，生徒が
準備，実践，振り返りを繰り返すことで能力の向上を目指
す．プロジェクト実施者はその支援を行うだけしかできな
いが，効果的な支援が生徒の能力向上に対して有効である
ことも十分に期待される．ここで，高校生が国をまたがっ
て交流する活動に対して ICTがどれだけ寄与できるかを
改めて指摘しておきたい．
3.1.1　 オンラインミーティングツールの活用
まずは，ZoomやWebexといったオンラインミーティ
ングツールである．直接，現地に渡航して交流を深めるに
越したことはないが，それには費用と時間がかかる．その
過程をデジタルで置き換え，安価なコストで交流を実現す
るためには欠かせないツールである．
先に述べたように COVID-19による生活様式の変化に
より，これらのツールを利用したオンライン TVミーティ
ングがたいへん身近なものになった．その社会変化は本プ
ロジェクトに対しては大きな追い風になり，実際に参加し
た生徒たちも違和感なく受け入れている．
3.1.2　 副コミュニケーションチャネル
日本の高校と海外の高校を前述のツールで結んで生徒同

士を交流させるという協同授業を実際に何回か実施するた
めには，相互の教員およびプロジェクト関係者の間で十分
な意思疎通を図ることが求められる．そのためには入念な
事前準備が必要である．海外との交流ということもあり，

それらの準備を実施するためのコミュニケーションチャネ
ルの用意が求められた．近年は SNSによりほぼリアルタ
イムに近い情報交換が実現可能となっている．今回のパイ
ロットプロジェクトにおいては，相手が台湾の高校という
こともあり，LINEや Facebook Messengerといった SNS

によるコミュニケーションが有効に機能した．また，電子
メールでのコミュニケーションや，ときとして従来の電話
によるサポートも活用された．
3.1.3　 学習の記録
本プロジェクトは学習の一環である．したがって，異文
化交流の活動も行いっぱなしではなく，きちんと記録に残
し，振り返りにより重層的な教育を実現することが大切で
ある．学習過程を記録する手段としては，後述する専用の
システム（Dialogbook）を提供したほか，ミーティング
ツールの機能を用いてコミュニケーションの様子を動画で
録画，Google Formsを用いた事後アンケートの実施など
の方策がとられた．それだけでなく，オフラインで印刷物
として提供したワークシートも実際の学習活動において重
要な役割を果たした．

3.2　 Dialogbook

にこ Pの実施にあたり，簡単な学習ポートフォリオシ
ステムとして Dialogbookと名付けられたシステムを開
発 [8]，運用した．
近年は，大学だけでなく，高校においても，Classi *3や

ロイロノート *4などの学習管理システム（Learning Man-

agement System; LMS）が各校で活用されている．そのよ
うな状況において，あえて，本プロジェクト専用に新しく
学習ポートフォリオシステムをスクラッチから開発して運
用したことについては理由がある．
ひとつは，にこ Pは日本と海外の高校が協同して実践

するプロジェクトであり，双方から共通に利用できるシス
テムが必要になるのではないかという理由である．一般に
は，自前の LMSを用いているにせよ SaaS等の外部サー
ビスを利用しているにせよ，学校に閉じた範囲での利用が
原則であり，外部からのアクセスは難しい．したがって，
日本と海外の学校がシステムを用いて情報交換しようとす
るならば，双方を結ぶサービスを開発するか，独自にシス
テムを立ち上げる必要がある．
もうひとつの理由は，活動で発生したログやデータを，
学習者や教員が自由に取得して分析できるようにするため
である．既存のシステムやサービスを利用する場合，それ
らのデータへのアクセスは管理者に依頼しなければなら
ず，すべてのデータを取得できない可能性も残る．
これらの理由から，にこ Pの実践に向けて Dialogbook

図 1　「にこ P」システムの概要
Fig. 1　An overview of the system in the SMILE project.

*3  https://classi.jp/
*4  https://n.loilo.tv/ja/
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が開発された．
図 2は Dialogbookの活用例である．Dialogbookは，あ

る種の教師と生徒が交流するための SNSと考えることも
できる．図 2の上部は，生徒や教員がメッセージを書き込
んで交流を図っている状況である．教員と生徒だけでな
く，生徒同士の交流も可能である．ただし，残念ながら今
回の実践においてはそのような使われ方はなされなかった．
また，Dialogbookの主要な機能として，ルーブリック

項目の設定（教師）と自己評価（生徒）も実現可能であ
る．自己評価に関してはいつでも修正可能であり，学習が
進んだことにより自己評価の結果を更新することもでき
る．これらの機能を活用することにより，Dialogbookは
「オンライン大福帳」としての利用も想定されている．

4.　 2020年度の実践事例

にこ P初年度となる 2020年度は，日本と台湾の高校を
結び，異文化交流実践授業を実施した．具体的には，日本
の日出学園と台湾の福誠高級中学（以下，福誠高校とす
る）のペア，および，日本の市原中央高校と台湾の東港高
級中学（以下，東港高校とする）のペアによる実践である．
準備は 2020年 8月から進め，オンラインミーティング

ツールを利用した交流授業は 2020年の 10月から 12月に
かけて実施した．それぞれ，表 1に示すとおり，3回ずつ
の交流授業を行った．なお，日出学園と福誠高校の組み合
わせではWebexを，市原中央高校と東港高校の組み合わ
せでは Zoomを使用 *5した．
交流授業には各校 1年生ないしは 2年生で，1校あたり

20人～30人 *6の生徒が参加した．生徒同士のオンライン
ミーティングは日本側も台湾側も 2～3名程度のグループ
を作り，グループごとにオンラインでのコミュニケーショ
ンを行う．事前の打ち合わせでお互いの時間割のなかで
50分程度の時間を確保できるように予定を調整 *7し，20

分のセッションを交流授業中に 2回実施した．なお，リア
ルタイムに実施することに意味があるため，にこ Pでは
時差があまりない地域を海外の対象国として想定してい
る．今回は，いずれの交流授業も，日本と台湾の午前中に
実施された．
図 3は，オンライン交流の協同授業に参加している台

湾側生徒の様子である．PCの利用だけでなく，スマート
フォンなど様々なデバイスを利用してオンライン交流を進

図 2　Dialogbookの画面
Fig. 2　Screenshots of Dialogbook.

表 1　オンライン交流授業の実施スケジュール
Table 1　The schedule of online communication classes.

図 3　にこ Pへの参加（台湾側）
Fig. 3　Participation in the SMILE project (Taiwan side).

*5  福誠高校の担当者によればセキュリティ上の理由から台湾の教
育機関では Zoomの利用が禁止されているとのことであったが，
東港の担当教諭から Zoomで問題ないとの指摘があり，後者で
は Zoomを利用した．

*6  福誠高校は 2クラスが交代で参加したためやや変則的な運用で
あった．

*7  時差や各校の時間割が異なることによる授業時間のズレを吸収
するため，2コマ連続で利用できる時間を探すなどの工夫を行った．
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めている様子が分かる．
今回の実践では，日本側の日出学園，市原中央高校，お

よび，台湾の東港高校に向けて Dialogbookのシステムを
提供した．それぞれを独立したアプリとして Herokuにデ
プロイし，各校の教員と生徒によるアクセスを可能とし
た．なお，福誠高校のみ Dialogbookは利用せず *8，同校
における記録と振り返りに関しては，印刷されたワーク
シートを活用して行われた．これらの資料は必要に応じて
スキャンされ，電子化されたうえで利用された．

5.　 データ分析

パイロットプロジェクトを実施し，いくつかのデータが
取得された．本章ではデータの分析について報告し，プロ
ジェクトが学習を支援する効果について議論する．

5.1　 ルーブリック・スコアの利用
Dialogbookではルーブリック項目を先生方が設定でき
ることについてはすでに述べた．同システムを利用した 3

校とも，数十のルーブリック項目を設定し，生徒は自己評
価によりそれらの値を設定した．なお，自己評価はレベル
0（できなかった・しなかった）からレベル 3（よくでき
た・十分にした）までの 4段階で評価できるようになって
いる．
図 4は，1回めの交流授業が行われた直後に取得した
データの比較 *9である．第 1回の交流に関するルーブ
リックについて，それぞれの生徒が自己評価した点数の平
均値を示している．福誠高校に関しては，オフラインの
ワークシートで同等の記述がなされたものを取得し，数値

化して比較した．
市原中央高校のスコアがおしなべて高い理由として，同
校で本プログラムに参加した生徒が英語コースの生徒であ
ることが考えられる．いずれにしても「5. Did you enjoy 

the group activities?」という質問に対しては，各校が高い
平均値（日出学園 1.80，市原中央高校 2.25，福誠高校
2.00，東港高校 2.03）を示した．オンラインではありなが
らも，異文化交流に関して生徒が高い興味を示しているこ
とが分かる結果となっている．

5.2　 Dialogbookのコミュニケーション・ログ分析
次に，Dialogbookに生徒が投稿したメッセージに関し
て，簡単な分析を行った．教員と生徒との対話として利用
されているため，教員からのフィードバックも実際には行
われたが，本分析に関しては生徒の声に焦点を当てている
ことに注意する．なお，偶然ではあるが，日出学園では日
本語で，市原中央高校では英語で，東港高校では中国語で
の記録が行われていた *10．
図 5は，市原中央高校において Dialogbookに記載され
た生徒によるメッセージの文字数を，同校における本プロ
ジェクトに関連した授業の実施回ごとに分類して数え上げ
たものである *11．図 5の各棒は生徒個人（右側にある英
数字で区分）の数値を示している．交流授業の実施回（第
6～8回）においては，より活発なコミュニケーションが
なされていることが分かる．
また，投稿された内容の変化も興味深い．図 6は，投

稿されたメッセージを用いてワードクラウドを作成したも
のである．これらはWordClouds *12 [14]を利用して作成
した．
第 1回の投稿，第 6回および第 7回の投稿，第 8回の投

稿を用いて作成されたワードクラウドが，図 6の左，中，
右の順で示されている．回が進むにつれてワードクラウド

図 4　ルーブリック・スコアの利用例
Fig. 4　An example of the evaluating rubric scores.

図 5　Dialogbookに記載されたログの変化（文字数）
Fig. 5　 Changes of logs recorded to Dialogbook (the number of char-

acters).

*10  それぞれ，一部で英語が使われたり，一部で日本語が使われた
りと，若干，言語が混じる現象もみられた．

*11  英文のみであれば単語数で比較すべきところではあるが，一部，
日本語によるメッセージが含まれていたため，文字数で比較し
た．また，交流授業の後に実施された第 9回の授業については
投稿数が極端に少なかったため割愛した．

*12  https://www.wordclouds.com/

*8  福誠高校に参加を促した時点では Dialogbookの利用は日本側の
みを想定していたため，同校では利用しなかった．

*9  ルーブリック項目の設定に関しては，プロジェクト推進側から
指針を提示したものの，基本的には現場の教員に任せたため，3

回の交流授業が終わった時点での共通の比較はできないという
ことになった．そのため，ここでは第 1回めが終了した時点の
もののみを記載する．また，同様の理由で東港高校と市原中央
高校では質問 2に相当するルーブリック項目が設定されていな
かったため，当該項目のデータは存在しない．
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が滑らかになっている *13ことから，Dialogbookに投稿さ
れた英文メッセージで使われた語彙が豊富になっているこ
とが分かる．図 6下部に，典型的な投稿を吹き出しで示し
ている．第 1回は英語のスキルを向上させたい，台湾の文化
を知りたい，というような単調なメッセージが主なもので
あった．対して，交流授業が進むと生徒の表現も多様化して
いることを，ワードクラウドからもうかがうことができる．
話題の多様化は語彙数の集計からも汲み取ることができ

る．図 7は，各回に投稿されたメッセージについて形態素
解析を行いすべての単語について活用のない基本形を抽出
したうえで使用された語彙数を集計，その値を投稿数で割
り，一回の投稿あたりの語彙数として正規化したものであ
る．このグラフから，その回の話題の広がり具合が分かる．回
によって若干のばらつきはある *14が，交流授業の実践に向
けて話題が広がり，実際の交流授業では様々な話題が交わ

されたということを，本結果からもうかがうことができよう．

5.3　 事後アンケート
3回の交流授業が終了後，本プロジェクトに対して生徒
たちがどのように感じているかを知り，また，今後の改善
に役立つ情報とすべく，匿名の事後アンケートを実施した．
5.3.1　 アンケート内容と実施状況
アンケートは以下の 6項目の質問から構成されている．

（3）～（6）の質問に対しては自由記述による回答を求めた．
( 1 )  どのテーマが魅力的だったか？（3択，複数選択可）
( 2 )  学習シートは役に立ったか？（5段階評価）
( 3 )  このコースでストレスを感じたか？それはなぜか？
( 4 )  このコースの良かったところは何か？
( 5 )  このコースについてどのような提案があるか？
( 6 )  このコースについてどう思うか？
アンケートは Google Formsで 4校分を作成し，各校の

先生方を通じて生徒に回答を求めた．回答数は，それぞ
れ，日出学園 25，市原中央高校 11，福誠高校 28，東港高
校 29の合計 93件である．
5.3.2　 アンケート結果の分析
図 8は（1）どのテーマが魅力的だったか？という設問

である．3回の交流授業においては，おおむね，最初に自
己紹介をし，次にそれぞれの国や地域の文化を紹介，最後
に将来の夢を語るという大まかな方針 *15を示していた．
この結果から，いずれも後半のテーマのほうが魅力的で
あったということが分かる．たんなる自己紹介よりは，文
化やカルチャーの紹介が好まれた様子がうかがえる *16．
図 9は（2）学習シートは役に立ったか？という設問に

対する回答状況を示す．回答方法は「1: very helpful（と
ても役立った）」から「5: not helpful at all（全く役立たな
かった）」までの 5段階評価である．この結果をみると，
市原中央の回答には突出して役に立った（1: very helpful

と 2: helpful）の割合が多い．その理由としては，市原中
央からの参加者が「英語コース」の生徒であることと，市

図 6　Dialogbookに記載されたログの変化（ワードクラウド）
Fig. 6　Changes of logs recorded to Dialogbook (the word clouds).

図 7　Dialogbookに記載されたログの変化（語彙数）
Fig. 7　 Changes of logs recorded to Dialogbook (the number of vo-

cabulary).

図 8　Q1．どのテーマが魅力的だったか？
Fig. 8　Q1. Which topic attracts you the most?

*15  ただし，実際には，教員の指導方法に応じて若干の修正は加え
られていた．

*16  福誠高校に関しては複数のクラスが交互に参加したという事情
があるため，そのまま素直にこの結果を読み取ることはできない．

*13  たとえば，第 6回と第 7回を合わせたもの（中）よりも第 8回
単独のワードクラウド（右）のほうが滑らかな絵になっている
ことから，第 8回では多くの語彙で英文が表現されたことが推
測される．

*14  第 2回については日本語による投稿も散見された．本分析にお
いては英文投稿のみを対象にしたため，第 2回の結果には若干
のバイアスが含まれている可能性がある．
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原中央の生徒のために担当教諭が用意した学習シートが非
常に丁寧に作られていたものであったことが考えられる．
図 10および図 11は，（3）このコースでストレスを感
じたか？それはなぜか？という質問に対して自由記述で寄
せられた回答を参照し，アフターコーディングによりコー
ド化した結果を示すグラフである．
ストレスを感じたか否かについては，どの高校でも半々

程度に分かれた．日本側の主要なストレス要因は，通信品
質の問題である．インターネットを介したオンラインミー

ティングであり，やはり，海外との通信は国内でのそれと
比べると聞き取りにくかったり，通信が中断することがお
きたりという状況が発生する．特定の回においては実施し
た教室の環境要因からミーティングをうまく行えなかった
こともあり，その点が，改善すべき課題として残された．
台湾側から出されたストレス要因としては，会話の態度
や内容，コミュニケーションの方法に関するものが主たる
要因を占めている．日本人の内気な気質によりもじもじと
した態度を見せてしまったシーンが多く発生し，その点が
台湾側には不評だった様子がうかがえる．
なお，これらのストレス要因については，改善すべき項
目についての質問でも同様の結果が得られている．
（4）このコースの良かったところは何か？という質問の
回答から言葉の揺らぎ等を除去 *17し，さらにすべての回
答を日本語に翻訳したうえでベクトル化 *18したものを作
成，主成分分析（PCA）により 2次元に低次元化した結
果を図 12に示す．図 12（上）は回答全体を表示した画面
のスナップショットである．中心部にデータが集中してい
るが，今回利用した Pythonの可視化プログラムではマウ
ス操作で部分的に拡大して確認することができる．図 12

図 9　Q2．学習シートは役に立ったか？
Fig. 9　Q2. Did the handouts help you a lot?

図 10　Q3a．このコースでストレスを感じたか？
Fig. 10　Q3a. Did this course make you stressed?

図 11　Q3b．それはなぜか？
Fig. 11　Q3b. Why or why not?

*17  日本語のキーワードについては形態素解析で単語に分解した後
にソートすることで揺らぎを検出し，いずれかに寄せる処理を
手作業で実施した．

*18  回答文のベクトルは，文を構成する単語ベクトルの平均値で求
めた．単語ベクトルは GiNZAが用意する辞書から求められる，
単語ごとに計算される 100次元のデータである．

図 12　Q4．このコースの良かったところは何か？
Fig. 12　Q4. What are the advantages of this course?
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（下）は，中心から下部にかけてのデータが集中している
領域を拡大したものである．なお，翻訳はMS Excelの機
械翻訳を使用し，形態素解析とベクトル化のプログラムに
は GiNZA（バージョン 4.0.5）[13]を用いた．
図 12（上）の中心から左上にかけて，英語の能力を向

上できる，コミュニケーションのスキルを得られるなど，
能力開発に関するコメントが表れている．また，原点付近
に集中している部分を拡大すると，下のほうに異文化交流
に関する指摘も現れる（図 12（下））．
図 13は（5）このコースについてどのような提案がある
か？という質問に対する自由回答をコーディングした結果
である．全体を通じて，3割程度の生徒が「改善点なし」と
答えた点を指摘しておきたい．また，時間や機会について
の改善要望としては，もう少し長い時間を希望するという
声や，他の地域と交流してみたいという希望も散見された．
表 2は（6）このコースについてどう思うか？すなわち

全体の振り返りに関する意見を集約したなかから，典型的
なコメントを抜粋したものである．表 2には，日本側の意
見だけでなく，台湾側の意見 *19も示した．

5.4　 考察
以上のデータ分析を通じ，にこ Pにおける学習支援効果
や学習の効率化に関する課題と対応策について考察する．
まず，Dialogbookを活用して得られたデータを分析し

た結果のフィードバックである．ルーブリック・スコアの
集計結果やコミュニケーション・ログを可視化することに
より，生徒たちが英語を用いて異文化圏の生徒たちと行う
コミュニケーションのスキルが向上していることをひと目
で把握できる．これらを教員が確認し，さらには生徒自身
が知覚することにより，学習のモチベーションを維持，あ
るいは，向上させることが期待できよう．
一方で，にこ Pの運用やシステムの利用にはまだ課題
も多く残り，改善点と対応策を考えなければならないこと
も明らかになった．
事後アンケートの（3）ストレスを感じた要因は，1．通

信品質，2．協同授業の時間や内容，3．協同授業におけるグ
ループの大きさ，4．会話の態度が主要なものであった．こ
れらについて，どのような対応策が考えられるであろうか．

1．通信品質については，重点的かつ喫緊の対応が求め
られる．ただし，他の項目とのバランスも考慮する必要も
ある．なお，本来，通信は双方向であるため通信品質の課
題には対象性がみられるはずである．しかし，アンケート
の回答では，日本側で多くの不満が通信品質に向けられ，
台湾側からはあまり通信に関する不満が出ていなかった．
その理由としては，台湾においてはコミュニケーションの
態度等に対する不満が通信品質に対する不満を上回ったの
ではないかと考えられる．また，図 3に示したように，台
湾側は小さなモバイルデバイスで参加しているグループが
多く，動画の通信品質に対する不具合があまり気にならな
かったのではないかとの可能性も残る．

2．協同授業の時間と内容に関しては，その対応は場合
による．生徒同士の会話が途切れる場合もみられた．慣れ
ない異文化交流においては事前の入念な準備が必要で，時
間割上，十分な対応が難しい場合もある．次の機会にやり
たいことができるかもと期待させるぐらいがちょうどいい
ともいえる．一方，図 13に示した個別の改善要望をみる
と，日出学園も市原中央も「内容の変更」が 2割を占めて
いる．これは生徒が話したいことが別にあった，あるい
は，別に話したいことがあるということに気付いた状況を
示しており，対話のテーマ等，交流授業の内容はさらに練
る必要があることが示唆された．

3．協同授業におけるグループの大きさは，習熟レベル
に応じて変える必要があるかもしれない．また，4．会話
の態度に関してはよく考える必要がある．図 13における
福誠高校の結果には「コミュニケーション方法」が 3割を
占めている．これは日本の生徒が，話に詰まったときに日
本側の生徒同士で相談する時間が長かったからであり，日
本の学校ではこの傾向が多いことが懸念される．対話にお

図 13　Q5．このコースについてどのような提案があるか？
Fig. 13　Q5. What are the suggestions that you want to make?

表 2　Q6．このコースについてどう思うか？への典型的な回答例
Table 2　Typical responses to the sixth question.

*19  カッコ内は我々による翻訳．
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ける積極的な態度の育成や，Politenessの研究，コミュニ
ケーションにおける表情の問題など，いろいろ考えるべき
点があり，より深い分析が必要である．これらに関して
は，今後の研究課題としたい．
以上のような，運用に関する改善要望については，今

後，にこ Pを継続・発展させるうえで，具体的な留意点
として教室にフィードバックしていく予定である．

6.　 おわりに

本稿では，異文化交流教育を支援するプロジェクト「に
こ P」について紹介し，にこ Pにおける ICT活用の実際
について，なかでも Dialogbookという新規開発したシス
テムの利用について報告した．2020年に，日本と台湾の
高校を結び，オンラインミーティングツールを用いて交流
するパイロットプロジェクトを実施した．
本稿の後半では，パイロットプロジェクトで活用された

Dialogbookの記録を分析し，その効果について議論を加
えた．さらに，終了後に実施したアンケートの結果を分析
し，にこ Pの有用性や改善点などについて報告した．
にこ P自体はまだ始まったばかりであり，次年度以降，
参加校の拡大を目指している．また，2020年度の実施で
得られたいくつもの課題を解決する必要がある．
まず，Dialogbookの改善である．シンプルな機能で構

成されている Dialogbookは，現在の実装でも使いにくい
ということはあまりないが，情報の階層構造化を進めるこ
とにより，使い勝手のさらなる向上を目指す．また，現在
は各校それぞれにシステムが提供されているが，規模の拡
大を想定すると，全システムを集約した実装とし，集中し
た運用管理を可能にすることが望ましい．また，いくつか
の不具合を修正する必要があることと，交流する 2校で
ミーティング URLの情報を共有する機能など，円滑な授
業実施に必要な機能を追加すべきである．
また，得られたデータを分析するためのツール開発も必

要となるであろう．今は，適宜，スクリプトや統計ツール
など利用して手作業で分析を進めている．しかし，担当す
る高校教諭が自らデータ分析を行いたいというような状況
を実現するためには，簡単にデータを分析できるようにす
るための道具立てが必要である．さらには，言語習得に関
する知見を組み込んだ効果的な分析方法の確立も望まれる
ところである．
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